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5階収容能力2.4倍増、臭気や粉塵などを
室内に出さない快適な実験・作業環境

11月10日より全面稼動を開始
したAP型ラック。今回5階に25
台が導入されました。　

　このたび５階（SPFマウスバリア区域）
に、陽圧型一方向気流飼育ラック（AP型
ラック）が導入され、11月10日から稼動を
開始しました。
　当施設の主力であるオープンタイプ飼
育ラックと異なり、臭気や粉塵が飼育室内
に出ない構造となっています。最近大き
な課題としてクローズアップされてきてい
る実験従事者・飼育担当者の動物アレル
ギー対策の上でも、大きな効果が期待で
きます。
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　またこれによってマウスの収容能力も
飛躍的に強化されました。5階（SPFバリア
区域）だけでも収容能力は2.4倍増。4階
（コンベンショナル飼育区域）での陰圧
型一方向気流飼育ラック導入、部屋貸し
飼育室解消、さらに旧館2階一部飼育室
の共用化とも相まって、多くの研究者の皆
さんから寄せられている飼育スペース確
保のご要望にお応えできるものとなりま
した。

マウス収容能力の推移（単位：ケージ）
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各ラックへ
清浄な空気を供給
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　今回５階 SPF マウスバ

リア区域に設置された

AP型飼育ラックは、以

下の特徴を有する飼育

ラックです（右図参照）。

　

①ラック内部は陽圧に保 

　持され、作業空間で発

　生した汚染物質の動物

　への曝露を抑制するこ

　とができます。

②ラック前面はセミエアタイト方式の折戸が装備され、内部は陽圧あるにもかかわらず、臭気

　や粉塵の外部への流出がありません。またこの折戸は動物の万が一の逃亡、昆虫等の飼育空

　間への侵入を防止する上でも効果的です。

③飼育室天井から吹き出す清浄空気はさらにブロア

　ユニットのHEPA フィルターを通過し、ラック内

　部に供給されます。そしてラック各段の吸い込み

　口から排気ダクトを通って排出されます。飼育室

　内に排気が流出することはありません。

④排気ダクトの途中に微生物モニタリング用の飼育

　ボックスが設けられ、おとり動物を使った病原微

　生物の捕捉を効果的に行うことができます。 微生物モニタリング用飼育ボックス

AP型ラック製造元・㈱精研のホームページより転載
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